
大森工場協会会員の皆様、新年あけましておめでとうございます。
新しい年を迎えましたが、未だに新型コロナウィルス感染症の拡大がお

さまらず、例年とは異なり心の底から新年を祝う気持ちになれないところ
が正直な気持ちです。残念ながらしばらくは、感染拡大をなるべく抑える
ことを第一に、しっかりと皆さんと出来るだけの感染予防対策をして行き
ましょう。

改めて昨年を振り返ると、コロナ禍において個人の生活の面・仕事の面
において今までとは異なり、大変ストレスがたまる1年間でありました。
当会においても、総会・納涼会・工場見学の見送りが続き、11月になり
やっと財務省関東財務局東京事務所のご協力のもと、東京活性化ミニサロ
ンとして、本年度はじめての事業が開催出来ました。私としては、コロナ
禍の中でも、久しぶりに会員の皆様とお顔合わせが出来たことが大変嬉し
く思えました。

会員間のコミュニケーションも取りづらい状況が続いており、今何が出
来るのか!?　どうすれば当会員の皆さんのお役になることが出来るのか？
事業を計画・企画をしては、中止や見送りの判断に迫られる日々が続いて
いて、当会運営に関しても悩ましいかぎりです。

ものづくりから『まちづくり』へ
これが今後、大森工場協会に課せられたテーマと私は、思います。

昨年も、秋には、恒例となっている「町交場」と「まちこうばがやってく
る」のイベント開催が出来ました。当会は、おおたコマプロジェクトのご
協力させていただいていますが、おおたコマプロジェクトのメンバーは、
ほぼ当会会員です。

町 交 場
令和2年10月24日（土）に地元小学生低学年向けに、町工場に興味を

持ってもらいたいとの趣旨で、機械要素がぎっしり詰まった当会会員企業
の㈱上田製作所さんが製作したコマを、組立や部品製作をしながら、コマ
の長廻しなどにチャレンジしてもらいました。限定予約50名のweb申し
込みに対して、72名の子供達が参加してくれ、親御さんを合わせると、
延約170名の参加者が、梅森プラットフォームKOCAにて開催すること
が出来ました。子供達の真剣な眼差しには、将来ここでコマを廻した子供
達が成長して、町工場で腕を磨いてくれれば良いなと思いました。

当日は、梅屋敷商店街と町工場のコラボ企画として、梅屋敷商店街の飲
食店の自慢料理（食材）が詰まった「梅屋敷弁当」100食の販売を行い
ました。梅森プラットフォームのクリーター方々の展示も同じスペースに
て開催しており、商店街・クリエーター・町工場のコラボした、まちづく
りイベントも着々と進んでいます。

まちこうばがやってくる
令和2年11月3日（火）にPioコンベンションホールにて地元住民の

方々に町工場を働く場所として紹介するイベントを開催しました。
7社の出展企業に様々な展示や説明をしていただき、大変好評をいただき
ました。

大田区・区民協働・大田工業連合会のご協力をいただき、区内高校・中
学校・区内施設・掲示板など約1万枚のチラシを配り、参加者より42名
のアンケートを回収させていただきました。このイベント参加者より、町
工場にて働きたいと希望する方も、1名（20代）就職内定者もいらっし
ゃいます。継続は力なりと思い、町工場を紹介させていただく場として続
けていきたいと思っています。

小学生向けものづくりの授業
本年度より、当協会に大田区教育委員会よりの依頼で、小学生向けに、

町工場の社長が先生となり、ものづくりの楽しさややりがいを伝える小学
校での授業が始まっています。

今までは、弊社では、小学3年生の工場見学や中学生の職場体験が主で
したが、さらに一歩踏込んだ取組も行っています。大田区内の子供達に是
非、町工場に興味をもってもらいたいと思っています。

各分野の専門家の方々との交流
昨年を振り返ると、コロナ禍ではありましたが、様々な分野の方々とお

話をする機会をいただきました。「社会福祉」・「介護」・「こども」・
「高齢者」の専門員の方々や、大田区の公共施設を設計される設計事務所
の方々との意見交換や勉強会では、町工場（産業）として、各専門の中で
は、とても良い活動をされているのに、横のつながりが無かったり・薄か
ったりしている現状も伺いました。大森工場協会としても、ものづくり産
業だけではなく、地域まちづくりの一翼を果たしていかなくてはならない
と思います。

「だれにでも住みやすいまちづくり」という、目標は、皆さん同じ考え
だと思います。我々町工場（産業）も、各専門家の方々に仲間にいれてい
ただき、益々積極的に情報交換を行い、目標達成に向かっていきたいと思
います。各専門家や、町工場（産業）・商店街・クリエーターの皆さんと
様々なところでタッグを組み、各自得意分野の枝葉で実を実らせていけば、
実りの多い大樹が大田区大森に出来そうです。我々もその一助になりたい
と思います。

おわりに
令和3年年頭より、気の抜けない、しかも変化・変動が激しい1年とな

ることは間違いないと思います。今後も新型コロナウィルスの影響はある
ものの、もはや withコロナが定着し、コロナがなくなれば業績回復とい
う考え方よりは、各自知恵を絞り・創意工夫で、社業を営んでゆくしかな
いと思います。会員各企業が、更なる発展を遂げるために、さらに一丸と
なって頑張っていきましょう。
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令和２年度

○大田区長表彰（勤続満15年）

1 ㈱エース 碁石　廣美
2 ㈱大崎金属 板垣　勝治
3 ㈱大崎金属 狩野　　力
4 ㈱昭和製作所 中嶋　　孝
5 ㈱昭和製作所 田中　正仁

○東京工団連表彰（勤続満20年）

1 トキワ精機㈱ 坂下　庸介　
2 トキワ精機㈱ 廣井祐佳子

（敬称略）

事業所名 氏　名
1 ㈱昭和製作所 井　　恭平
2 ㈱昭和製作所 西銘　佑梨
3 堤工業㈱ 谷澤　巧也
4 トキワ精機㈱ 伊東　明美
5 トキワ精機㈱ 下林　正寛
6 トキワ精機㈱ 大塚　龍彦
7 トキワ精機㈱ 石塚　裕之
8 トキワ精機㈱ 狩野　敏宏
9 トキワ精機㈱ 永井　　桂
10 トキワ精機㈱ 大極　和弘
11 トキワ精機㈱ 柏山蒼一郎
12 トキワ精機㈱ 加茂莉咲子
13 トキワ精機㈱ 小貫　常雄

○大田工業連合会会長表彰（勤続満20年）

該当者なし

事業所名 氏　名

事業所名 氏　名

事業所名 氏　名

○大森工場協会会長表彰（勤続満5年）

ＹＭクラブ通信 株式会社 昭和製作所

舟久保　利　和

あけましておめでとうございます。幹事長の舟久保です。旧年
中は大変お世話になりました。本年もよろしくお願いいたします。

さて、改めて昨年は説明するに及ばず、新型コロナウィルスに
振り回された1年になりました。各社、温度差はあれ、それぞれ
これまでとは違った大変な時間を過ごされたと思います。かく言
う弊社も、かなりの苦戦を強いられ、何とか耐えしのいでいると
いうのが現状です。また、YMクラブの運営では、総会から通常
のかたちで行うことができず、その後も各月の月例会を実際に皆
で顔を合わせて行うか、オンラインで行うかを、その時の感染者
数と睨めっこをして、ギリギリのところで決断をしなければいけ
ないような状況が続き、皆様には多くのご迷惑をおかけし、そし
て私自身も神経を擦り減らしました。

そして、本年になりますが、実際年が明け直ぐに状況が改善し、
コロナ前に戻ることはないでしょう。しかし、今回ほどのインパ
クトではなくとも、バブル崩壊や、リーマンショック、東日本大
震災・・と、経営をする上で大変な状況は過去にも何度もありま
したし、これからもあるでしょう。と、するのであれば、このピ
ンチをチャンスに変えて、会社の改革を進めていくことができれ
ば、皆様の会社が今後も存続・発展し続けることができるのでは
ないかと思います。そう言った意味で、今年もYMクラブは、で
きる限り経営に役立つ情報や機会を会員の皆様と共有し、「入って
いて良かった」と言っていただけるよう、全力で頑張りたいと思
います。

改めまして、本年もよろしくお願いいたします。

６月 月例会　講演会

『コロナ禍・アフターコロナを乗り越えるための最新情報』　
講師：社会保険労務士法人新潟安全研究所 　井上浩二様

7月 月例会

『Zoom を用いたオンライン企業紹介』　
自社紹介企業：㈲黛製作所様、㈲岸本工業様、㈱大成様

9月 月例会

『スムーズにWEB商談を進める伝え方』
～画面越しで好印象な話し方ポイント～

講師：㈱シャベリーズ　代表 丸山久美子様

10月 月例会　講演会

「中小製造業が新規顧客開拓を行うにあたっての考え方」
講師：(同)セールス・トータルサポータズ　代表社員　川崎 悟様

11月 月例会　大森工場協会共催 東京活性化サロン 講演会

（財務省関東財務局東京財務事務所協力）

「withコロナ時代の中小企業経営者の心構え」
講師：早稲田大学名誉教授　鵜飼信一様

12月 月例会　忘年会（オンライン）

自社紹介、メタル三味線紹介

１月 月例会　賀詞交歓会（2021年1月19日（火））
２, ３月 合同月例会　検討中

実 績
今後の予定



新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、協会事業は見送りが続いた2020年となりましたが、
今年度から定款の目的変更（「地域と協働しての人材育成・人材獲得等事業」の追記）して

取り組んでいる町工場と地域共生については感染予防を徹底した上で以下、4事業を実施しました。

令和３年１月１日（一社）大森工場協会　会報（3）第　88　号

～小学校低学年向け町工場の技術を体験してもらうワークショプ～

10月24日（土）＠KOCA
おおたのお土産100選にも選ばれているこどもコマ

を使って、①　プレス加工（クロスパーツの型抜き）
②射出成型（星形パーツの押出）③タップたて加工

（透明アクリル板パーツ）④真空成型（コマ用ミニ土
俵）⑤組み立て、検査（こどもコマの長回し）に挑戦してもらいました。京急梅屋敷駅高架下のKOCAで
の開催。完全屋外イベントでしたが、感染予防対策として定員を設けたため、事前
予約の時点でお断りした方も出てしまいまいました、当日受付分にも多くの方がお
越し下さり、親子で町工場の技術を楽しく体験してもらいました。

特別企画として、梅屋敷梅交会商店街のスペシャル弁当も登場。ご飯の食べ比べ、
海苔の食べ比べ、各飲食店のおかずの盛り合わせ、仙六屋で復活した福田屋さんの
モナカアイスなど、商業とのコラボも。また、KOCAではアーティストさんたちの
展示会も開催されており、まさに、町の様々な魅力が交わる場になりました。

地域と共に・こどもたちのために

町交場（まちこうば）

今年は3項目増ページ、3社追加で町工場入門書をリニューアルしました。また、データ
を教材用として学校関連現場に無償提供も始めました。会員の皆様にもデータを無料で差し
上げております。会社見学や職場体験の際にご活用いただけばと思います。また、「こんな
ページを作ったら？」「うちの会社も掲載して欲しい」等のご要望がありましたら、お気が
るに事務局まで。また、来年度もリニューアルできるように頑張ります！！！

まちこうば入門の書

リニューアル

～働く場所として町工場を
紹介する展示会～

11月3日（祝）
＠PiOコンベンションホール

今年で3回目、地元の学生と住民の人に働く場
所として町工場を紹介するイベントです。出展企業は7社。パネル展示企業が13社合計20社+下町ボ

ブスレー実機を展示しました。また、タッチレスアイテムを製造できる射出
成型コーナーも設置。多くの人に直接話してもらい、町工場を体感してもら
いました。これからの進路を決めたい高専生やパートで働いてみたいと思っ
ていたという女性の方や町工場に興味があったという地元の方々が来場。実
際に面接まで進み、内定が決まった人も出てきました。2021年も実施しま
す。出展ご希望の方は大森工場協会事務局までお知らせ下さい！

まちこうばが
やってくる！

今年は中学校の職場体験が新型コロナウィルスの影響で中止となりましたが、区内小学
校の依頼により、２校に出張授業協力をしました。
〇出雲小学校　１～６年生を各社が分担して担当してくれました。
・おおたコマプロジェクト（2年生）：こどもコマ体験と世界コマ大戦チャンピオンの話

㈲東蒲機器製作所　高橋社長談『コマを組み立てて回った時の笑顔が何よりも代えがた
い喜びとなりました。』

・㈱城南村田（6年生）：真空成型でできることを考えてみよう！
㈱城南村田　青沼社長談『子供たちから企画のプレゼンを受けました。実際に製品化
出来そうなものも含まれており、理解の早さと柔軟な発想・企画力に驚きました。』

今後予定：・トキワ精機(株)　・下町ボブスレーネットワーク
〇大森第４小学校　６年生の総合の授業へ出張授業。今回はコロナウィルスの関係で１
学年全員があつまることは難しいとのことで、５社+工場協会事務局計６名で２名ずつ、
同じ資料を用いて「おおたのものづくりと町工場の仕事」と題して２時間担当しました。
まちこうば入門の書をもとにイベント「町交場」の写真と動画でおおたの加工と仲間回
しについて、身近なものを加工分類するものづくりチェックシートにも挑戦してもらい
ました。その後は実際の組み立てと検査ということで、おおたコマで長回しと対戦を体
験してもらいました。
堤工業㈱　栗原社長談『自分で組み立てたコマ上手く回せるようになった時の嬉しそう
な顔が印象的だった。』
授業担当ありがとうございます！：㈱平川製作所・㈲関鉄工所・㈱上田製作所・

㈱キョウエイ・堤工業㈱
動画提供ありがとうございます！：㈲磐梯工業・㈱城南村田・㈱上田製作所
授業協力・動画提供して下さる企業様も大募集中です。

小学校
授業協力
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＊各種電気鍍金加工・地球儀製作＊

株式会社 池田車框製作所
代表取締役　池　田　絵里子

大田区京浜島 2-2-5 TEL. (3790) 2222
FAX. (3799) 3399

＊自動車タイヤゲージ製造販売＊

旭 産 業 株 式 会 社
代表取締役社長　山　田　誉　路
大田区池上1-22-13 TEL. (3751) 6124

FAX. (3754) 4343
URL :  https://www.air-asahi.com

＊精密機械設計，製作・一般部品＊

有 限 会 社 伊 藤 機 工
代表取締役　伊　藤　　　豊

大田区大森西 1-19-10 TEL. (3766) 3250
FAX. (3768) 4909

＊商用車用金属切削加工・電装品設計開発～組立＊

株 式 会 社 上 田 製 作 所
代表取締役　上　田　大　輔

〒143-0013　大田区大森南 4-13-7 
TEL. (6423) 7520  FAX. (6423) 7924

E-mail：info@ueda-mfg.co.jp
URL：http://www.ueda-mfg.co.jp

＊大田の工匠100人  大田区ものづくり優秀技能者＊

株式会社 内村精密技術研究所
代表取締役　内　村　喜　信

〒144-0015　大田区大森西 1-17-29
TEL. (3763) 9331㈹  FAX. (3763) 9332  携帯090-4627-4299

E-mail：info@kk-uchimura.jp
URL :  http://kk-uchimura.jp/

＊  チーズフォンデュの様に作る樹脂キャップ  ＊

株 式 会 社 エ ポ ゾ ー ル
代表取締役　吉　田　利　樹

大田区東糀谷 6-4-17 TEL. (3745) 2651
FAX. (3745) 1580

URL :  http://epsol-ota.com/

＊ガス・水道配管工事用特殊工具・装置の開発・製造・販売＊
ISO9001・14001認証取得

大
オオ

肯
サキ

精 密 株 式 会 社
代表取締役　大　崎　和　夫

大田区仲池上 2-19-6 TEL. (3755) 3311（大代表）FAX. (3755) 1918
営業所 ( 東北・関東・東海・関西・九州 )
海　外 ( ホーチミン市）

＊レーザー・ベンダー加工＊

有限会社 尾熊シャーリング
代表取締役　尾　熊　稔 文

〒144-0056　大田区西六郷 4-35-13 TEL. (3733) 6977
FAX. (3739) 0903

E-mail：yu-ogumashearing@nifty.com
URL :  http://www.ogumashearing.co.jp

＊旋盤六角生爪販売｜カメチャック（スクロール用・油圧用）＊
旋盤内径工具オーダーメイド製作｜ゴリラホルダー

有限会社 大  野  精  機
営業担当　大　野　和　明

大田区大森西 7-5-35　 TEL. (3761) 5092
URL http://ohnoseiki.com

＊銅合金鋳物製造業＊

有 限 会 社 神 崎 鋳 工 所
代表取締役　神　崎　国　雄

大田区大森中 1-19-7 TEL. (3761) 4595
FAX. (3764) 9770

E-mail :  kan-cast@galaxy.ocn.ne.jp

＊切削加工・ゴム､絶縁材加工・印刷・組立＊

株 式 会 社 キ ョ ウ エ イ
代表取締役　阿　部　雅　彦

〒144-0045　大田区南六郷 1-11-2
TEL. (3736) 0471　FAX. (3735) 7275
URL : http://kyoei-biz.co.jp

＊プレス加工・金型製作＊

有 限 会 社 清 平 製 作 所
代表取締役　清　平　英　一

〒143-0015 大田区大森西 3-14-19
TEL. (3761) 1191
FAX. (3761) 1128

＊鉄道車輛部品製作販売＊

大田区大森本町 1丁目10番7号

株 式 会 社 　 窪 田 製 作 所
代表取締役　土　屋　　　博

電話　東京 03 (3765) 7301
FAX.　　　　 (3765) 7370

＊Tig・MAG・ロウ付けのことなら＊

有限会社 五城熔接工業所
代表取締役　後　藤　智　之
〒144-0056　大田区西六郷 1-35-2

TEL. (3738) 6784    FAX. (3738) 6933

＊精密スプリング製造＊

小 松 ば ね 工 業 株 式 会 社
代表取締役　小　松　万希子

大田区大森南 5-3-18 TEL. (3743) 0231㈹
FAX. (3743) 0235

URL : http://www.komatsubane.com

＊空圧機器、油圧機器の精密機械部品の製造＊

株式会社 三陽機械製作所
代表取締役　黒　坂　浩太郎

本　　社 〒146-0083 大田区千鳥2-37-17
TEL. (3758)0560 FAX. (3758)0580

米沢工場 〒992-0119 山形県米沢市アルカディア1丁目808-25
TEL.0238(27)1290  FAX. 0238(27)1291

E-mail :  kotaro-kurosaka@sanyokikai.co.jp
URL :  http://www.sanyokikai.co.jp

＊モーター用ブラシ，精密切断用カーボンマウント＊

三 光 カ ー ボ ン 株 式 会 社
代表取締役　森　﨑　眞　洋

大田区大森西 2-18-5 TEL. (3763) 9131㈹
FAX. (3766) 5441

＊カタログ・自費出版・記念誌・Web作成＊

城 南 印 刷 工 芸 株 式 会 社
代表取締役　山　岸　政　弘

TEL. (3752) 3391　FAX. (3754) 1729
大田区中央 8-5-1

E-mail : jounan@vinet.or.jp
URL :  http://www.jounan-p.com/

＊非鉄金属材料加工販売＊

株 式 会 社 大 　 　 　 成
代表取締役　石　倉　政　雄

大田区京浜島 2-3-15 TEL. (3790) 4611
FAX. (3790) 4618

E-mail :  keihin-office@taisei-ts.co.jp

＊精 密 板 金＊

有 限 会 社 イ　 　　デ
代表取締役　井　出　貴　博

〒143-0012　大田区大森東 5-32-4
TEL. (3761) 6684　FAX. (3761) 6820
URL :  https://ideeeee.com

＊各種冶具製作、φ1ピンから製缶物まで対応＊

株 式 会 社 エ ー ス
代表取締役　西　村　　　修

〒143-0002 大田区城南島2-5-1  TEL. (3790) 5500
FAX. (3790) 5560

＊薄板から厚板・大物の溶接＊

有 限 会 社 三  和  製  罐
代表取締役　安　田　昌　功

大田区羽田6-13-14
e-mail：sanwa_my@guitar.ocn.je.jp

＊ 総型省力化切削工具・加工製作・コーティング ＊
ドリル・エンドミルカッター等研磨

大 志 技 研 株 式 会 社
代表取締役　斉　藤　　　勝

本社工場：大田区大森西1-19-15  TEL. (3762) 4351
FAX. (3767) 0280

＊手のひらサイズの精密板金加工＊

株 式 会 社 泰 信 製 作 所
代表取締役　林　田　由加里

〒140-0013 品川区南大井3-2-9 TEL. (3761)5361
E-mail   info@taishin-shokunin.jp
URL  https://www.taishin-shokunin.jp

＊大型部品切削加工・機械装置組立＊

有 限 会 社 関 鉄 工 所
代表取締役社長　関　　　英　一

大森工場：大田区大森西4-17-27
TEL (3761)3167   FAX (3761)4826

座間工場：神奈川県座間市ひばりが丘4-17-21

＊各種非破壊検査用試験片・各種材料試験用試験片＊

株 式 会 社 昭 和 製 作 所
代表取締役社長　舟久保　利　和

大田区大森西 2-17-8 TEL. (3764) 1621㈹
FAX. (3764) 1626

URL : http://www.showa-ss.jp

＊計測制御システム＊

有 限 会 社 宇 根 元 工 作 所
代表取締役　宇根元　　　敬

大田区大森西 4-9-10 TEL. (3763) 2531㈹

令和三年 元旦
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＊金属材料試験片加工専門工場＊

大 和 鋼 機  株 式 会 社
代表取締役　松　本　　　大
〒143-0015   大田区大森西 2-27-12

TEL. 03 (3763) 7306
FAX. 03 (3763) 7307

＊機能性特殊塗料の開発・製造販売＊

太 洋 塗 料 株 式 会 社
代表取締役　松　村　正　浩
〒144-0033　大田区東糀谷 6-4-18

TEL. (3745) 0111    FAX. (3743) 9161

＊プラスチック切削加工＊

堤 工 業 株 式 会 社
代表取締役　栗　原　良　一

大田区西六郷 3-20-12 TEL. (6428) 7877
FAX. (6428) 7876

E-mail :  info@2-2-3.com
http://www.2-2-3.com

＊自動半田付ロボット＆ユニット＊
FA システム・電気機器設計製作

株 式 会 社 津 々 巳 電 機
代表取締役　和　田　　勉

大田区大森西 4-14-16 TEL. 03(3766) 5311㈹
FAX. 03(3766) 4480

URL :  http://www.tsutsumi-elec.co.jp

＊各種自動弁製造＊

ティヴィバルブ株式会社
代表取締役　竹　内　康　晴

大田区大森東 4-33-8 TEL. (3763) 4311㈹
FAX. (3763) 4317

URL :  http://www.tv-valve.com/
E-mail :  y.takeuchi@tv-valve.com

＊機械加工全般　NC・MC・汎用＊

有限会社 東蒲機器製作所
代表取締役　髙　橋　俊　樹

本社工場：〒144-0031　大田区東蒲田 1-13-10
TEL. (3731) 7056　FAX. (5703)0749

新潟工場：〒953-0054　新潟市西蒲区漆山8571-1
TEL. 0256(72)1316 FAX. 0256(72)1327

E-mail：nt-can@waltz.plala.or.jp

＊マシニング、ワイヤー加工、試作、削り出しパター＊

株 式 会 社 ニ ュ ー プ ラ ン
代表取締役　遠　藤　　　宏

〒144-0055　大田区仲六郷3-28-5
TEL 03-3734-8611 FAX 03-3734-8420

E-mail :  info@newplan1999.com
URL : https://www.newplan1999.com

＊制御盤製造＊

都 南 電 機 株 式 会 社
代表取締役　加　賀　昇二郎

大田区大森西 1-9-5 TEL. (3763) 1331㈹
FAX. (3763) 1671

＊半導体関連機器・重機センサー機器・鉄道関連部品等の板金加工＊

有限会社 原 田 精 工 所
代表取締役　原　田　直　香

〒143-0015 大田区大森西1-17-29 TEL. (3766) 0950
FAX. (3761) 4055

URL https://www.s-harada007.com/

金属プレス加工　ワイヤー放電加工
＊プレス金型、設計、製作　治工具類・省力化機器設計、製作 ＊

有 限 会 社 磐 梯 工 業
代表取締役　渡　辺　美　仁

〒143-0015 大田区大森西1-19-10 TEL. (3761) 1818
FAX. (3761) 1118

E-mail :  info@bandai-kg.com
URL :  http://bandai-kg.com/

コロナ対策商品タッチレスツール販売中

＊各種パイプ曲げ加工・関連加工＊

株 式 会 社 平 川 製 作 所
代表取締役　柳　沢　重　幸

大田区大森西 2-17-14 TEL. (3764) 1388
FAX. (3768) 1939

URL：http://www.hirakawa-ss.co.jp/

＊マシニング加工＊
アルミと銅ならなんでもどうぞ

有 限 会 社 平 林 製 作 所
代表取締役　平　林　孝　博

大田区大森東 2-26-25 TEL. (3761) 1150
FAX. (3761) 1029

E-mail :  bayashi@blue.ocn.ne.jp

＊板金加工＊

株 式 会 社 武  甲  製  作  所
代表取締役社長　新　井　紀　彦

大田区東糀谷 5-4-7 TEL  (3745) 0009
FAX  (3745) 5670

URL :  http://www.kk-buko.co.jp
e-mail : norihiko.a@kk-buko.co.jp

＊NC旋盤・マシニングセンタを中心に＊
ものづくりをトータルコーディネイト

堀 越 精 機 株 式 会 社
代表取締役　堀　越　秀　昭

〒143-0015 大田区大森西1-16-1 TEL. (3761) 5533
FAX. (3763) 7821

E-mail :  office@horikoshi-seiki.co.jp
URL :  http://www.horikoshi-seiki.co.jp

＊設計製作でお客様のソリューションとなる＊

株式会社 フルハートジャパン
代表取締役　國　廣　愛　彦

〒143-0024 大田区中央3-20-8 TEL  (3776)2126
FAX  (3776)2258

e-mail :  y-kunihiro@fullheart.co.jp
URL :  http://www.fullheart.co.jp

＊建　設　業＊

三ッ木建設工業株式会社
取締役会長　石　井　美　行
代表取締役　石　井　　　潤

大田区山王 3-27-5 TEL. (3772)7101  FAX. (3772)7105
URL : http://www.mitsugikensetsu.co.jp/

＊厨房製品製造販売・註文製作品＊

有 限 会 社 美 濃 製 作 所
代表取締役　穂　波　美　夫

大田区京浜島 2-18-1 TEL. (3790) 2531㈹
FAX. (3799) 0750

＊NC旋盤マシニングから研磨まで＊

株式会社 村田精機製作所
代表取締役　村　田　忠　夫

大森南工場 〒143-0013 大田区大森南 2-5-8
TEL. (3745)2161  FAX. (3743)8144

本 社 工 場　〒144-0032 大田区北糀谷1-1-5
TEL.(3745)2162  FAX. (3745)2169

森ヶ崎工場　〒143-0013　大田区大森南5-6-2
TEL.(5913)9631  FAX. (5913)9632

E-mail：murataseiki.ss@mx2.ttcn.ne.jp

由 布 合 成 化 学 株 式 会 社
代表取締役　藤　原　義　晴

〒143-0024 大田区中央 4-35-8 TEL  (3775) 0130
FAX  (5742) 7481

省力化機器　各自動機器加工組立
＊  MC, NC, 精密部品　機械加工製作  ＊

横中ぐりMC 加工範囲（巾）1500×（長）2000

株 式 会 社 　 ヨ シ ザ ワ
代表取締役　吉　澤　伸　弥

大田区中央 8-41-8 TEL. (3753) 9911㈹
FAX. (3753) 9914

E-mail : info@4438.co.jp

＊高圧用配管継手，座付エルボ，ユニオン　他＊

ト キ ワ 精 機 株 式 会 社
代表取締役社長　　木　村　洋　一

大田区大森東 2-14-12 TEL. (3762) 5511㈹
FAX. (3763) 9144

E-mail :  t-post@tokiwa-seiki.com

＊銘　　板＊

東京ネームプレート株式会社
代表取締役社長　伊　藤　嘉　和

大田区大森東 4-34-14 TEL. (3764) 3611㈹
FAX. (3764) 3614

＊金属精密挽物切削加工電機電子部品製作加工＊

有 限 会 社 矢 澤 製 作 所
代表取締役　矢　澤　靖　興

大田区中央 2-24-8 TEL. (5728) 9301・(5728) 9430
FAX. (5728) 9307・(5728) 9450

＊紙容器成形定量充填機・均質機製造＊

深 尾 精 機 株 式 会 社
代表取締役　中　井　冨士夫

大田区大森中 3-20-18 TEL. (3766) 1100㈹
FAX. (3767) 1425

＊鉄道車両部品製造販売＊

株式会社 本州機器製造所
代表取締役　苅　屋　清　次

本社  大田区久が原 5-2-15 TEL. (3752) 2301㈹
FAX. (3755) 9124㈹

URL :  http://www.honsyukiki.co.jp

＊プーリ・ギア等全加工製作＊

株 式 会 社 辰 美 製 作 所
代表取締役　髙　原　喜代美

〒145-0064　大田区上池台3-18-4 TEL. (3728)0191
FAX. (3728)6869

E-mail takahara@tatsumiseisakusyo.co.jp
URL http://www.tatsumiseisakusyo.co.jp/

＊金属プレス加工・金型製造＊

東 京 金 属 工 業 株 式 会 社
代表取締役　中　島　隆　裕

大田区京浜島 2-13-10 TEL. (3790) 2929
FAX. (3790) 2888

URL : http://www.tokyo-kinzoku.co.jp/
E-mail :  info@tokyo-kinzoku.co.jp

ム ソ ー 工 業 株 式 会 社
代表取締役　尾　針　徹　治

京浜島第１工場 〒143-0003 大田区京浜島 2-13-9
TEL.(3790)0666  FAX.(3790)0668

京浜島第２工場 〒143-0003 大田区京浜島 2-12-6
TEL.(3790)0665 FAX.(3790)0668

E-mail：musoindustry@clock.ocn.ne.jp

令和三年 元旦
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＊総合火災共済・自動車総合共済＊

とうきょう共済
東 京 都 火 災 共 済 協 同 組 合

理事長　河　合　章　司

中央区銀座 2-10-18　東京都中小企業会館２階

TEL. (3542) 0271
FAX. (3545) 8606

http://www.tokyo-kyosai.or.jp/

営利を目的としない
中小企業者のための共済組織です

＊HACCP高度化基準認定工場＊

都南工業給食協同組合
理事長　舟久保　利　明
〒144-0045  大田区南六郷 3-15-1

TEL. (3732) 7451（代）
FAX. (3735) 8376　
URL : http://www.tonanq.com

 営 業 品 目 
定食弁当　　　学校弁当・幼稚園弁当
特別弁当　　　委託給食
折詰弁当　　　出張料理
オードブル

ご予算に応じ各種調製と季節により材料
の調製をいたします。

＊共済保険＊

一般財団法人 全国中小企業共済財団（全共済）

理事長　菊　池　　　弘

千代田区平河町 1-4-12 TEL. (3264) 1511
FAX. (3239) 1978

https://www.zenkyosai.or.jp

安い掛金で広範な保障

病気死亡・障害　　　災害障害
災害死亡・障害　　　災害入院

＊精密金型設計製作・金属プレス・プラスチック射出成形加工＊

株 式 会 社 機
代表取締役社長　吉　野　隆　重

大田区大森西 2-15-24 TEL. (3761) 4923
FAX. (3766) 6089

茅野工場　　　　長野県茅野市湖東3912
長峰工場　　　　長野県茅野市宮川11100

板金アルミ溶接＊
加湿・調理製品製造

＊

株式会社 吉田金属製作所
代表取締役　大　宮　光太郎

大田区京浜島 2-12-20 TEL. (3790) 1191
FAX. (3790) 1196

URL : www.yoshida-kinzoku.com

＊極細物の精密 NC 加工及びMC・研削加工＊

株 式 会 社 渡 辺 精 機
代表取締役　

本　　社　大田区大森西 2-9-6 TEL. (3761) 7535㈹
FAX. (3761) 6450

第二工場　大田区萩中 3-14-17 TEL. (5735) 7511㈹
FAX. (5735) 7512

E-mail : iyy@watanabeseiki

� � �Ó� � � �

＊精密機械部品加工＊

株 式 会 社 ワ タ ナ ベ
代表取締役　渡　邊　正　成

大田区大森中 3-8-23 TEL. (3761) 0303
FAX. (3761) 0645

あいおいニッセイ同和扱者
椎
しい

野
の

泰
やす

史
し

〒143-0024　大田区中央2-11-10 
携　帯 0 9 0 - 2 5 2 8 - 9 0 7 8
ＴＥＬ 0 3 - 5 7 0 3 - 1 1 8 5
ロードサービス 0 1 2 0 - 0 2 4 - 0 2 4

＊個人・グループ・団体様  大歓迎の『旅行屋』です！＊

東京都知事登録旅行業　第3−6843号
代表　久保木　美帆

〒143-0023　東京都大田区山王3-11-6
TEL. 03 (3773) 1321   FAX. 03 (3778) 3376

E-mail :  mk-intex@fj9.so-net.ne.jp

大森工場協会収益事業のご案内
～  皆様のご加入で大森工場協会の運営費を増強することができます。ご協力をお願い致します。～

労働保険事務委託 ゴミ処理券
手数料他御社にかわって電子申請することにより報奨金を受けることがで
きます。

雇用保険・労災保険の加入の手続きから、労働者の雇用、離職に関する届
け出その他保険料の納入まで事業主に代わって手続き致します。

労働保険事務受託手数料：概算保険料の（5.5%）

御社のメリット
・煩わし事務処理が不要になり、御社の人材活用にお役立ていただけます。
・通常、労災保険に加入できない事業主や会社役員、家族従業員等も特別

に加入できるようになります。
・労働保険料は金額の多少にかかわらず、年3回にわけて納入することが

できるようになります。

東京共済
・火災保険　　・車両保険

PL保険（生産物賠償責任保険）
・BtoC 商品向けPL保険（商品ごと・大森工場協会オリジナル）

通常のPL保険の取り扱いもあります。（共栄火災）

有料事業系ごみ処理券
70ℓ券　10枚綴り　＠2660円
45ℓ券　10枚綴り　＠3420円
20ℓ券　10枚綴り　＠1520円
10ℓ券　10枚綴り　＠760円

1冊につき100円を大田区大森清掃事務所から
受けることができます。

※納涼会にてゴミ処理券販売会実施予定

生命共済（全国中小企業財団）
全国中小企業財団から手数料を受けることができます。

大森工場協会の会員及び従業員のみ加入可。掛け金は全額損金、告知
のみでご加入いただけます。

病気による死亡・高度障害100万円、ケガによる死亡・高度障害200万
円、入院日額　1500円（5日以上）。社員さんのもしもの時、そのご家族
をお守りすることができ、福利厚生に適しています。

掛け金は年齢に関わらず、1口月950円、但し、年度末に収支計算をし、
余剰金がある場合は配当金として返還されます。（令和元年度68.8％配当）

賀詞交歓会中止のお知らせ
今回は大田工連加盟で青年部がある団体で合同新春講演会と賀詞交歓会を1月19日（火）に開催する予定でしたが、新型コロナウィルス
感染拡大に伴う、緊急事態宣言の発令により、「中止」とすることに致しました。
※Zoomによる配信も中止です。今後の連携企画にご期待下さい。
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大田区の町工場を訪ね歩く中で生まれた言葉

私の書いたもの、話したことのネタ元のほとんどは、町工場を訪ね歩き
経営者や従業員からうかがった言葉をもとにしたものである。町工場の
方々の言葉と立ち居振る舞いと工場の雰囲気とが私の感情を動かし、それ
がもとになって私の中から出てきたのが私の原稿である。

以下は、私が大田区優工場審査委員長として毎年書いてきた優工場表彰
式における審査委員長講評の締めの部分の原稿から抜粋したものである。
これらは全て大田区の町工場を訪問してお話をうかがう中で、私の心の中
から出てきた言葉なので、この場を借りて皆様にお返ししたいと思います。

2000年度
今回の優工場は、高齢の「働く経営者」と「頑張る後継者」の双方が目

立ったのが特徴の一つだった。実地調査の最後は夜の８時頃になったが、
この時間帯でも経営者が率先して工作機械の前に張りついておられたのが
印象的だった。「地域の中で生活しかつ働く」経営者が幅広い年齢層に多
数存在することが、わが国最大の産業集積－大田区－の特質であり強みで
ある。優工場に選ばれた方々とともに全ての区内工場の方々が地域社会の
原動力として更なるご活躍をされることを期待する。

2002年度
大都市工業集積として絶えず注目を浴びる大田区ではあるが、そこで活

躍する優秀な中小企業は、大田区というブランドに安住せずに絶えず自己
変革を行い独自な生き方を展開している。今回優工場に認定された企業も
その典型例と言える。いずれの企業の生き方もこれからの中小企業の指針
となる要素を強く持っている。このような企業が大田区の中から年々輩出
されて、この一大集積が一段と活性化されることを願ってやまない。

2003年度
日本の製造業を取り巻く状況には依然厳しいものがあるが、優工場を代

表とする大田区のものづくり現場には、厳しい環境の変化を好機と捉え、
前向きに適応する力強さがある。その力強さの源泉は、意欲をもってもの
づくりに取り組み、自律心を原動力にこれを向上させ、創造力をバネにも
のづくりをこれまでとは全く別の次元にまで飛躍させることにあると思
う。今後とも町工場の中から発明家にも劣らない創造力を持った企業が輩
出することを期待したい。

2004年度
製造業においては、中小企業だからこそ経営者の個性を発揮して、大手

企業に対抗できる分野も少なくない。そのためには、技能を誇る企業とい
えどもこれを絶えず更新していかなければならない。規模が小さければ、
1人が変わるだけで大きな変化にもなる。経営者と社員が自前の理念の元

で絶え間ない自己刷新を続けていけば、「小規模企業にこそ勝機あり」が
現実のものとなろう。

2005年度
今回で累計115社に及ぶ大田区優工場は全国の中小企業のいき方の指

針となる企業ばかりである。そしてその実態を観察すると企業経営の解は
一つではなく極めて多数あることが分かる。その意味ではどの企業もワ
ン・アンド・オンリーである。これらの企業が技能・技術を軸にした独自
の企業経営により一層の進化を遂げることを期待してやまない。

2006年度
多品種少量生産の時代には小規模な経営形態にむく事業分野も少なくな

い。そこでは経営者と家族が陣頭に立って付加価値を生み出す。老いも若
きも働き、年代物の機械も最新鋭の設備も稼動している。優工場に認定さ
れた各企業が、大田区という地域社会で堅実に生きながら、時代の波を乗
り越えて身につけたものを日々更新していくことで一層の進化を遂げるこ
とを期待する。

2007年度
今回は「人に優しい部門」は該当なしであった。大田区の工場は意欲あ

る経営者と勤勉な社員とで成り立っていることから考えると、この点は非
常に残念なことであったが、今後もこれまで以上に、大田区の経営者の
方々が優れた工場経営を推進することで、そこに働く人たちを豊かにし、
皆が生きる大田区という地域社会に貢献されることを期待したい。

2008年度（リーマンショックに直面した時）

金融危機に端を発した経済の大混乱はつい最近までわが世の春を謳歌し
ていた自動車メーカをも直撃した。大手メーカは雇用をカットし下請企業
を整理してコスト削減にひた走っている。一方で、戦略の選択肢の少ない、
受身の立場の中小企業の辛さは首の皮一枚でつながった労働者たちと似て
いる。しかし、優工場の訪問調査を通じて、他の地域や大企業に先行して
多品種少量生産の道を歩む大田区の中小企業の人たちは、慌てふためく大
手企業よりも矜持と変化への対応力を持っているように感じた。現場で働
く人たちが高い付加価値を生み出す構造になっているので、目の前の仕事
は減っても、なんとか持ちこたえられるという自負を経営者が持っている
のではないだろうか。

新しい時代の変化に対応するには、従来とは異なる「面倒なことを背負
い込む」必要がある。しかし、自分に負荷をかけることを厭わず、これま
での発想や手法を脱ぎ捨て、違ったやり方も試み、変化に積極的に適応す
るうちに経営者自身が成長し人格が形成されていくのではないだろうか。
確かに、小さな企業の経営者たちには机上の経営学を学んでいない人もい
るかもしれない。しかし、待ち受けていたように派遣労働者や下請企業を

大森工場協会 講演会・YM 11月 月例会  合同企画 報告

「経営者の心の作り方」
早稲田大学名誉教授　 鵜　飼　信　一 先生

財務省関東財務局東京財務事務所さんのご協力のもと11月20日(金)に「東京活性化ミニサロンin大田」
題し、早稲田大学名誉教授　鵜飼信一先生に「経営者の心の作り方」について講演していただきました。

大企業と違い、中小企業は小さな変化で会社が変わる。人の話を聞き、本を読むことによって自分の
ものにしていく。ビジョンとそれを支える理念によって経営者がのびると会社も伸びていく。それを支
える言葉の力についてお話いただきました。

また、鵜飼先生が優工場の審査委員長として18年間大田の町工場を見て感じた変化を優工場の好評の
原稿から抜粋して紹介してくれました。「これからも経営者の心の持ちようによって大田の町工場は伸び
ていく」との言葉にパワーをもいました。

鵜飼先生の許可を得て、以下、優工場講評抜粋をご紹介します。講演会にご参加いただけなかった方
にもお役立ていただければと思います。
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新型コロナウィルスの影響で、協会事業は見送りが相次いだ２０２０年。これからしばらくwithコロナ時代が続きそう
ですが、コロナ禍でもできることは進めていきます！

最近は若手職人の獲得機会の創出をがんばっています。働いてもらうには「みせる」ことが大事。まず「知ってもらう
こと」ですが、それだけでは足りなく、働くまで考えてもらうには「魅せる」ことが必要です。それぞれ違う価値観の人
にアプローチするにはどうしたらいいか。今年痛感したのは「直接会って話す」ことです。お互いの想いが共有できるか

らです。教育機関とも連携が取れてきているので、これからもがんばります！
また、現在、大森工場協会のホームページの開設を準備中です。活動報告・各社情報・助成金・セミナーその他皆様のサポートになるような情報を発

信・保存しておく場所を目指しております。直接会えなくても「共有」できる場を作ります！皆様の会社情報を現在、収集中ですので、ご協力をお願い
します。また、「まちこうば入門の書に掲載したい」「出張授業協力できる」「動画やアイディアを提供してもいいよ」など、皆様のリクエストもお待ち
しております。「何か困ったけど、どこに聞いていいのやら・・・」そんな時にもお気軽に事務局にご連絡下さい。今年もよろしくお願い致します。

（事務局長：大井公美子）

↑ 数字のイチです。

編集後記

協会メールアドレス：o m o r i k j k 1 @ i a a . i t k e e p e r . n e . j p

2020年８月６日　　株式会社 池田車框製作所　　池田絵里子さん　　代表取締役就任　　～おめでとうございます～

切り離す大企業に比べると、自らの身体化された知識にプライドと自信を
持ち、黙々と工夫して働く町工場の親父さんたちの方が真の経営者として
の人格を備えているように思う。優工場に認定された企業が日本企業の模
範となるべく健闘されることを願ってやまない。

2009年度
今回、多くの認定企業で若手経営者が指揮をとっており、大田区におい

て世代交代が進んでいると感じた。わが国製造業が直面する今日の苦境を
大田区の中小企業から打開していくためにも、こうした若手の活力もテコ
に、優工場がその先陣を切っていくことを願って止まない。

2010年度
わが国モノづくり中小企業の多くは、2008年秋からの不況で売上が大

幅に減少し、2010年に入ってからも回復のスピードは遅いが、今回認定
された企業は皆この激動の時代を何とか乗り切ろうと様々な工夫や努力を
して頑張っている。わが国の大企業がグローバル市場において勝者であり
続けることは難しくなりつつ昨今だが、フットワーク良く高度な仕事をこ
なす大田区優工場には「小さな企業にこそ勝機あり」の気概をもってこの
時代に立ち向かう手本となっていただきたい。

2011年度
この制度が始まって以来、優工場に認定された企業は皆、優工場の持つ

ステータス性をしっかり活用していただき、それぞれが独自性のある経営
を行なって時代の荒波を乗り切って来られている。大田区内の工場がすべ
て優工場に認定されるような方向に進めば、モノづくりをコアとするわが
国の経済活性化が確実なものとなることを確信する次第である。今年度認
定された企業も「自らの生き方こそが時代に立ち向かう中小企業の手本で
ある」との信念をもって邁進していただきたい。

2012年度
今年は例年以上に「社員を活かす」姿勢がしっかりしている企業が多か

った。国内を拠点に付加価値の高い事業を展開していくには価値を生み出
す人材が不可欠だからだろう。経営者の人たちは皆、苦心し工夫を凝らし
ながら社員を動かして激動の波の中で企業を導いている。そこに、人材の
育成に関しては誠実、事業の展開においては果敢、自らの利益に関しては
抑制的な、経営者の姿を見ることができた。経済的にも政治的にも内憂外
患の昨今だが、認定された企業の方々には今まで以上の勇気をもって自ら
の道を邁進していただきたい。

2013年度
今回の優工場も皆社内に心身を削り擦り減らして価値を生み出す人材を

抱えていた。経営者と社員が額に汗して現場での仕事を一所懸命に行って

コア技術を磨くことの延長線上に優れた開発や事業のグローバル化、企業
永続への道筋があるということをあらためて示してくれた。企業の繁栄は
常に社内の腕と心とにある。

2014年度
表彰企業を始めとする優工場認定企業はいずれもその優れている点の本

質は同じであろう。すなわち、そこで働く人たちが、能力においても意欲
においても、そして人間性においても優れており、その結果として企業と
して優れている、ということである。この意味において、これからの大田
区中小企業は何よりもまず経営者も含めた人づくりに注力して欲しい。人
づくりという最も時間のかかるものに今こそ本腰を入れて着手すべきであ
る。激変する経営環境に肚を据えて対応出来るのは企業の中で働く人間の
力に尽きると言っても過言ではない。

2015年度
いずれの企業も、組織においても経営者自身においても持続的な進化を

実現しようとする強い意志が感じられた。そのベースとなるのは、変化し
続ける経営環境と自社の経営資源を照らしあわせて進路を見定めて今やる
べきことを実行する経営ビジョンと、ビジョン実現のために必要な経営資
源を持続的に進化させる原動力たる経営理念であろう。

2016年度
本年度の優工場はいずれも自社のコア技術に適った事業を展開してい

る。すなわちコア技術を堅持しつつこれを進化させ、時に応じて思い切っ
た市場展開も行っているところも少なくない。今回の優工場が教えてくれ
たことは「自らの技にこだわるともにこれを革新し続けることが企業の進
化を実現する」ということであろう。

2017年度
本年度の優工場は皆、経営者の真摯に経営に取り組む姿勢が組織にしっ

かりと浸透しており、これが経営者の個性と相まって独自の社風となって
いると感じた。活力ある企業の社風は経営に対する頑健な気構えを持つ経
営者と従業員および社外の人たちとの関わり合いの中から生まれる。今回
の優工場の活躍が大田区ものづくりの気風を一層力強いものとしてくれる
ことを確信している。

2018年度（委員長最後の講評）

今回の総合表彰には、平成初めの創業社長2名がいる。彼らが創った企
業はこの間大きな進化を続けてきた。また、後継社長たちも親から受け継
いだものを果断に革新してきた。中小企業発展の道筋は多様だが、経営者
たちはいずれも「未来を見据え、未来を創る」ことに注力している。困難
に立ち向かって進化する経営者の心と腕の中にこそ未来はある。


